
 【静岡大学授業時間】

【浜松医科大学授業時間】

静岡大 浜医大 静岡大 浜医大

①

②

③

月 ④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

火 ④ 科学技術英語コミュニケーションⅠ Mortali 〇 科学技術英語コミュニケーションⅡ Mortali 〇

⑤

⑥ 医工学概論Ｂ 青木 外 〇 ナノエレクトロニクス 猪川 外 〇

⑦ 生体計測・情報システム 庭山 外 〇

①

②

③

水 ④

⑤

⑥ 先端基礎医学特論 福田 外 〇 生体構造・機能解析 浦野 外 〇

⑦

①

②

③

木 ④

⑤

⑥ ナノフォトニクス 川田 外 〇

⑦ イメージングデバイス 川人 外 〇

①

②

③

金 ④

⑤

⑥ 医工学概論Ａ 浦野 外 〇

⑦ 医療研究概論 渡邉 外 〇

光子・電子のナノサイエンスと応用 井上 外 〇 集中 光医工学特別演習 各指導教員 〇 〇 不定期

　　　①１・２時限： 8:40-10:10　②３・４時限：10:20-11:50　③５・６時限：12:45-14:15　④７・８時限：14:25-15:55

　　　⑤９・10時限：16:05-17:35　⑥11・12時限：17:50-19:20　⑦13・14時限：19:30-21:00

　　　①１限  ： 8:50-10:20    　②２限  ：10:30-12:00　    ③３限  ：13:00-14:30　    ④４限  ：14:40-16:10

　　　⑤５限  ：16:20-17:50      ⑥６限  ：17:30-19:00　    ⑦７限  ：19:10-20:40

集中講義
・

その他

光医工学共同専攻　時間割表（案）

授業科目名 代表教員
開設大学

教室・備考 授業科目名 代表教員
曜日 開設大学

教室・備考

【１年次　前期】 【１年次　後期】

コマ
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 【静岡大学授業時間】

【浜松医科大学授業時間】

静岡大 浜医大 静岡大 浜医大

①

②

③

月 ④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

火 ④

⑤

⑥ イメージングシステム 青木 外 〇

⑦

①

②

③

水 ④

⑤

⑥ 病態・疾病学 岩下 外 〇 医薬品・医療機器開発概論 間賀田 外 〇

⑦ 医療・生物統計学 谷 外 〇

①

②

③

木 ④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

金 ④

⑤

⑥ メディカルデバイスデザイン 中村 外 〇

⑦

科学技術文書表現法 渡邉 〇 集中 医工学知的財産・起業論 青木 外 〇 集中

メディカル生体情報処理学 星 外 〇 集中

研究インターンシップ 各指導教員 〇 〇 不定期

各指導教員 〇 〇 不定期

　　　⑤５限  ：16:20-17:50      ⑥６限  ：17:30-19:00　    ⑦７限  ：19:10-20:40

集中講義
・

その他
光医工学特別研究（２年次から３年次までの通年）

光医工学共同専攻　時間割表（案）

曜日 コマ

【２年次　前期】 【２年次　後期】

授業科目名 代表教員
開設大学

教室・備考 授業科目名 代表教員
開設大学

教室・備考

　　　①１・２時限： 8:40-10:10　②３・４時限：10:20-11:50　③５・６時限：12:45-14:15　④７・８時限：14:25-15:55
　　　⑤９・10時限：16:05-17:35　⑥11・12時限：17:50-19:20　⑦13・14時限：19:30-21:00

　　　①１限  ： 8:50-10:20    　②２限  ：10:30-12:00　    ③３限  ：13:00-14:30　    ④４限  ：14:40-16:10
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   静岡大学と浜松医科大学の光医工学共同専攻協議会規程（案） 

 

 （目的） 

第１条 この規程は、静岡大学大学院規則（昭和 39 年４月 27 日）第５条及び浜松医科大

学学則（平成 16 年４月１日）第５条第３項に定める光医工学共同専攻（以下「共同専

攻」という。）に係る教育、研究等に関する事項を協議し、円滑な管理運営を行うため

設置する光医工学共同専攻協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し、

必要な事項を定める。  

 （協議会） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

 (1) 静岡大学及び浜松医科大学（以下「構成大学」という。）の共同専攻を担当する専

任教員 

 (2) 構成大学の共同専攻を置く研究科の研究科長が特に必要と認めた者 若干名 

２ 協議会に議長を置き、協議会の業務を掌理する。  

３ 議長は、協議会を招集し、その議長となる。  

４ 議長の任期は、１年とし、委員の互選により選出し、構成大学間で隔年交代とする。  

５ 協議会に副議長を置き、副議長は、議長を補佐し、議長に事故があるときは、その職

務を代行する。  

６ 副議長の任期は、１年とし、議長が所属する大学と異なる大学の委員のうちから委員

の互選により選出する。  

 （協議事項） 

第３条 協議会は、共同専攻に係る次の各号に掲げる事項を協議する。  

 (1) 構成大学において開設する授業科目及びこれに係る教員の配置などカリキュラムの

編成及び実施に関する基本的事項  

 (2) 研究指導教員の選定に関する事項  

 (3) 入学者選抜の方針及び実施計画に関する事項  

 (4) 学生の身分取扱及び厚生補導に関する事項  

 (5) 成績評価の方針に関する事項  

 (6) 学位審査委員会の設置に関する事項  

 (7) 学位の授与及び課程修了の認定に関する事項  

 (8) 教育研究活動等の状況の評価に関する事項  

 (9) 予算に関する事項  

 (10) 広報に関する事項  

 (11) 自己点検・評価に関する事項  

 (12) ＦＤ・ＳＤ推進に関する事項  

 (13) 共同専攻の設置に関する協定書の改正及び廃止並びに運用に関する事項  

 (14) その他構成大学が必要と認めた事項  
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２ 協議内容は、構成大学の教授会に報告し、必要に応じて承認を得るものとする。  

 （専門委員会） 

第４条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会の下に次の各号に掲げる専門委員会を置

く。  

 (1) 運営委員会 

 (2) 入試委員会 

 (3) 学位審査委員会 

 (4) その他協議会が必要と認めた委員会 

２ 専門委員会に関する事項は、別に定める。 

 （議事及び運営） 

第５条 協議会は、構成委員の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、次の各号

に掲げる者は、構成委員総数に算入しない。  

 (1) 休職又は停職中の者  

 (2) 育児休業中の者  

 (3) 30 日以上にわたる連続した休暇を取得中の者  

２ 協議会の議事は、出席委員の過半数の賛成をもって決し、可否同数の場合は議長が決

する。ただし、協議会が特に重要と認めた事項については、出席委員の３分の２以上の

賛成により決する。  

３ 協議会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことがで

きる。  

４ この規程に定めるもののほか、協議会の議事及び運営について必要な事項は、協議会

が定める。  

 （事務局） 

第６条 この規程に定める事務を取り扱うために事務局を置く。  

２ 事務局は、静岡大学浜松キャンパス事務部及び浜松医科大学事務局が担当する。 

  附 則 

 この規程は、平成 30年４月１日から施行する。 
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静岡大学評価規則  

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人静岡大学学則(昭和 24 年 12 月 21 日制定。以下「学則」

という。）第２条及び静岡大学大学院規則(昭和 39 年 4月 27 日制定)第２条の規定に基づ

き、静岡大学(以下「本学」という。)が定める中期目標、中期計画及び年度計画に即して

行われる教育、研究、管理運営及び社会貢献等の活動の点検及び評価に関し、必要な事項

を定める。  

（定義） 

第２条 この規則において、「部局」とは、学部、地域創造学環、研究科（静岡大学大学院

規則第 3条に定める研究科をいう。以下同じ。）、創造科学技術大学院、電子工学研究

所、グリーン科学技術研究所、学内共同教育研究施設、イノベーション社会連携推進機

構、安全衛生センター、男女共同参画推進室、附属図書館、事務局、技術部、保健センタ

ー及びグローバル企画推進室をいう。 

（評価会議の設置） 

第３条 本学に、学則第 21 条第７項の規定に基づき、静岡大学評価会議（以下「評価会議」

という。）を置く。  

（任務） 

第４条 評価会議は、次の各号に掲げる事項の実施に当たる。  

(1) 国立大学法人評価委員会が行う業務の実績評価に関すること。  

(2) 大学改革支援・学位授与機構が行う教育研究活動の状況評価に関すること。  

(3) 認証評価機関が行う評価に関すること。  

(4) 外部評価に関すること。  

(5) 学生及び卒業生による評価に関すること。  

(6) 卒業生及び修了生に対する雇用主による評価に関すること。  

(7) 教員の個人評価に関すること。  

(8) 評価結果の公表に関すること。  

(9) 評価結果に基づく改善に関すること。  

(10) 評価の指針、システムの見直しに関すること。  

(11) その他評価に関し必要なこと。  

（組織） 

第５条 評価会議は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

(1) 学長が指名した副学長 １人  

(2) 学長が指名した評議員 ２人  

(3) 学長が、部局の長と協議の上、指名した教員 10 人  

２ 前項各号に掲げる委員のほか、学長は、部局の長と協議の上、必要と認めた者を委員と

することができる。  

（議長） 

第６条 評価会議に、議長を置き、前条第１項第１号に定める委員をもって充てる。  

２ 議長は、評価会議の業務を統括する。  

３ 議長に事故あるときは、議長があらかじめ指名する委員が、その職務を代行する。  
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（委員の任期） 

第７条 第５条第１項第３号の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生

じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

２ 第５条第２項の委員の任期は、評価会議が別に定める。  

（会議） 

第８条 会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。  

２ 議事は出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。  

（専門委員会） 

第９条 評価会議に、必要に応じ、専門委員会を置くことができる。  

２ 専門委員会に関し、必要な事項は、評価会議が別に定める。  

（部局の評価組織と任務） 

第１０条 部局に、評価組織を置く。  

２ 学部及び同学部を基礎として設置された研究科（総合科学技術研究科にあっては専攻）

が適切と認めるときは、それらを一の部局として取り扱うことができる。  

３ 評価組織の名称、構成員及び任期等については、当該部局が別に定める。  

４ 評価組織は、第４条第１号から第７号及び第９号に掲げる事項のうち、当該部局に関す

る業務を行う。 

（評価連絡会議） 

第１１条 評価会議と部局の評価組織との連絡・調整のため、静岡大学評価連絡会議（以下

「評価連絡会議」という。）を置く。  

２ 評価連絡会議は、評価会議委員及び部局の評価組織の代表者により構成する。  

３ 評価連絡会議の議長は、評価会議議長をもって充てる。  

（外部評価） 

第１２条 外部評価の評価項目及び実施時期等に関し、必要な事項は、別に定める。  

（教員の個人評価） 

第１３条 教員の個人評価に関し、必要な事項は、別に定める。  

（庶務） 

第１４条 評価会議の庶務は、企画部企画課において処理する。  

（補則） 

第１５条 この規則に定めるもののほか、評価に関し、必要な事項は、評価会議が別に定め

る。  

附 則  

この規則は、平成 16 年 4月 1 日から施行する。  

 

＜ この間の附則（略）＞ 

 

附 則(平成 28 年 4月 27 日規則第 11 号)  

この規則は、平成 28 年 4月 27 日から施行する。  
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○国立大学法人浜松医科大学自己評価規則 

(平成 18 年 3 月 9 日規則第 2号) 

改正平成 27 年 2 月 12 日規則第 2 号

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人浜松医科大学(以下「本法人」という。)の

教育、研究、診療及び社会貢献の質的向上を図り、本法人の目的及び社会的

使命を達成し、大学運営全般の改善に資するため自ら行う点検・評価等(以下

「自己評価」という。)に関し、必要な事項を定めるものとする。 

(実施組織等) 

第 2条 自己評価の企画・立案及び実施に関する事務は、評価を担当する理事(以

下「担当理事」という。)が総括する。 

2 担当理事は、自己評価に関する事務を、他の理事、副学長等に分担させるこ

とができる。 

3 自己評価に必要な資料・データの収集、保管、分析及び本法人の職員以外の

者による検証(以下「第三者評価」という。)等の自己評価全般に係る実務は、

調査・労務企画室において行う。 

(自己評価の原則) 

第 3 条 自己評価の原則は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 中期計画、年度計画の実施状況等を評価するものであること。 

(2) 教育研究活動等の質を保証し、活性化を図る評価であること。 

(3) 社会に対し、教育研究活動等の状況を説明できる評価であること。 

(4) 認証評価機関等による評価の方法を考慮した効率的な評価であること。 

(自己評価の領域等) 

第 4 条 自己評価の領域は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 教育 

(2) 研究 

(3) 診療 

(4) 社会貢献 

(5) 組織及び管理運営 

(6) 施設及び設備 

2 自己評価の対象は全学、個別（部局等）及び個人とする。 

3 自己評価の実施に際し、領域及び対象並びに自己評価項目は、担当理事が教

育研究評議会で審議し決定する。 

(報告書の作成等) 

第 5 条 担当理事は、自己評価の結果を取りまとめた報告書を作成し、学長に

報告するものとする。 
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(検証) 

第 6 条 自己評価の結果については、第三者評価を受けることを原則とする。 

(自己評価結果の公表等) 

第 7 条 学長は、自己評価の結果を、原則として公表するものとする。ただし、

第 4条第 2項に掲げる個人を対象とした評価結果は、公表しない。 

(自己評価結果の対応) 

第 8 条 学長は、自己評価の結果及び第三者評価の結果により、改善が必要と

認められるものについては、その改善に努めなければならない。 

附 則 

この規則は、平成 18 年 3 月 9 日から施行する。 

附 則(平成 27 年 2 月 12 日規則第 2号) 

この規則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 
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